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聖路加国際病院 副院長 
女性総合診療部 部長 

百枝 幹雄 さん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうなる？ どうする？ 

 子宮筋腫・内膜症がある人 
の閉経後を考える 

 
 
2020年 

７月11日(土) 
14：00～16：30 
(開場 13：30) 

講師 

2月に予定していたたんぽぽセミナーが新型コロナウィルス感

染症の影響で延期となり、今回改めて開催します。 

聖路加国際病院 女性総合診療部 部長の百枝幹雄医師に、子宮筋

腫・内膜症をもった方の閉経後の過ごし方、治療の選択について、

お話しいただきます。  

子宮筋腫はありふれた疾患で、痛みや過多月経などの問題がなく

経過し、筋腫をもったまま閉経を迎える方は少なくありません。し

かし閉経後に、血栓症、水腎症、子宮脱、子宮への感染症などが起

こることが稀にあり、注意が必要です。 

また子宮内膜症があって、卵巣チョコレート嚢腫をもったまま閉

経した方には、卵巣がんの心配が残ります。卵巣を切除するべきか、

いつ切るべきか、その後のＨＲＴ（ホルモン補充療法）はどうする

べきか、など悩みは尽きません。 

今回は閉経して7年後に子宮・卵巣の全摘術を経験した会員の、

ダヴィンチによるロボット支援下の腹腔鏡下手術についても、手術

映像を織り交ぜて解説していただきます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
●会  場 主婦会館プラザエフ  ８階 スイセン 
●最 寄 駅  ＪＲ・東京メトロ南北線・丸ノ内線 四ツ谷駅 
●定  員 ９３人・先着順  
●参 加 費  一 般 ２,000 円／たんぽぽ会員 無料 
●申  込 6 月 1 日～６月 30 日(火) 

メールにお名前、セミナー名を書いてお申込みください。 
●申 込 ･問 合 せ 先  E-mail   shg@tampopo-org.com 
 

 

 ■職歴 昭和59年東京大学医学部を卒業後、東京大学医学部附属病院を中心に研修。平成4年米国国立衛生研究所（NIH）に

留学。平成16年東京大学医学部産婦人科講師、平成22年聖路加国際病院女性総合診療部部長、平成24年同院副院長。 

■資格 医学博士（東京大学）、日本産科婦人科学会専門医、日本生殖医学会専門医、日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医、

日本女性医学学会専門医、日本医師会健康スポーツ医、日本スポーツ協会スポーツドクター。 

■役職 日本産科婦人科学会代議員、日本生殖医学会代議員、日本産科婦人科内視鏡学会評議員、日本エンドメトリオーシス学

会代表幹事、日本子宮内膜症啓発会議理事長、日本産前産後ケア・子育て支援学会副理事長、女性アスリート健康支援

委員会理事。 

■活動 女性の活躍やQOL向上をめざして月経や妊娠・出産・育児を医学的側面からサポートするため、手術を含む診療と共

に、学会や社会への様々な啓発活動を行っている。 

■出身地・趣味 さだまさしや福山雅治と同じ長崎県長崎市出身。趣味はトライアスロン。中でもランニングが好き。 

 

子宮筋腫・内膜症体験者の会たんぽぽ主催 総会記念講演会 
 

百枝 幹雄さん プロフィール 

mailto:shg@tampopo-org.com


 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 主婦会館プラザエフ 〒102-0085 東京都千代田区六番町 15 

■ ＪＲ 四ッ谷駅  麹町口 徒歩 1 分 

■ 東京メトロ 丸ノ内線 四ッ谷駅 1 番出口徒歩 3 分 

■ 東京メトロ 南北線 四ッ谷駅 3 番出口徒歩 3 分 

 

子宮筋腫・内膜症体験者の会 たんぽぽ 
 

 
■ 筋腫や内膜症体験者の自助グループです 

「子宮筋腫・内膜症体験者の会 たんぽぽ」は、

1994年に発足し25年以上の活動歴をもつ、

腹腔内の婦人科良性疾患を経験する女性たちの

日本最大級の自助グループです。 

子宮筋腫、子宮内膜症、子宮腺筋症、卵巣嚢腫、

月経困難症などで治療中の方や、手術を考えて

いる方、経過観察中の方、手術が済んだり一定

の回復をみた方も多数参加しています。お互い

に情報交換し、励まし合い、支え合い、納得の

いく治療を受けられるよう活動しています。 

■ 情報収集と支え合いで納得して治療 

子宮内膜症や子宮筋腫は「生身」の女性のか

らだに起こる疾患です。コントロールできない

出血、周期的な痛み、妊娠できない悩みなど、

なかなか他人にわかってもらえない問題を、同

じ経験者どうし、しっかり情報収集して、互い

に支え合い、あなたが納得して治療を受けられ

るようお手伝いをします。 

 
たんぽぽにアクセスするには 

 
http://www.tampopo-org.com/ 

  たんぽぽ子宮筋腫 検索     

メール  shg@tampopo-org.com 

電話相談  毎月第１・第２土曜日 10：00～12：00 

Ｔ Ｅ Ｌ   ０８０－６８１８－３３９０ 

 https://ｍ.facebook.com 〉tampopo 

＊お気軽にお問い合わせください 

 

 

■ 全国各地で「おしゃべり会」を開催 

全国に会員がいます。活動の中心となる例会

(おしゃべり会)は日本橋、立川、船橋、浦和、横

浜、名古屋、大阪で定期的に開催しています。 

その他、電話相談、セミナー、手術映像上映会、

インターネット上のおしゃべり会、ホームペー

ジやフェイスブックによる情報提供、機関誌『た

んぽぽ通信』の発行、小冊子の発行、病院情報

や医療文献の収集などを行っています。 

子宮筋腫・内膜症体験者の会 たんぽぽとは？1 

https://m.facebook.com/

